
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 １０１３ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 硬筆習字 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校硬筆の練習」（教育出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「文字を書くこと」はこれからもいろいろな場面で登場します。この授業では、書くことに対して

苦手意識がある人やきれいな字を書きたい人、書くことが好きという人など誰もが上達できるよう

に基本から段階的に進めていきます。書きながら一緒に達成感を味わっていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・行書を正しく書く力を養う。 

・バランスよく正確に正しく書かれている字をよく観察することによって、審美眼を養う。 

・祝儀袋など日常生活に関わっている文化を理解し、技術を習得する。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・硬筆での反復練習で喜びや

達成感を味わい、主体的に文

字のバランスや全体の美的感

覚、表現方法や形式等につい

て幅広く理解している。 

・硬筆能力を向上させるとと

もに、作品を効果的に表現す

るための基礎的な技能を身に

付け、表現している。 

・硬筆のよさや美しさを感じ取

り、感性を働かせながら、自ら

の意図に基づいて構想し、表現

を工夫している。 

・楷書や行書など様々な書体の

美を味わい捉えたりしている。 

日常生活でも丁寧で美しい字

を意識して、主体的に硬筆の表

現及び鑑賞の幅広い活動に取

り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

硬
筆
書
写
に
つ
い
て 

 

テ
キ
ス
ト 

・鉛筆の持ち方と姿勢を正

す 

テキスト（漢字） 

・基本点画の書き方 

・筆順と点画の構成 

・楷書をバランスよく書く 

・行書の書き方や形を覚え

るために繰り返し練習 

a:楷書をバランスよく書くため

のポイントを理解している。 

a:行書の書き方や形を理解して

いる。 

b:ポイントなどを理解したうえ

で体裁よく書いている。 

c:「うまくなりたい」という気

持ちを持って意欲的に取り組ん

でいる。 

テキスト テキスト 取り組み

の様子 

硬
筆
展
に
向
け
て 

硬筆展の作品制作 

・お手本を見ながら丁寧に

書く 

・全体のバランスを考えて

書く 

・席の前後で相互評価をす

る 

a:お手本の見方を理解してい

る。 

b:行書の形や書き方、崩し方、

連続性を理解したうえで表現し

ている。 

c:丁寧に、慎重に書き進めて、

よい作品になるように何度も反

復練習をしている。 

c:互いに尊重しながら作品につ

いて意見交換をしている。 

作品 作品 取 り 組 み

の様子 

相互評価

プリント 

２
学
期 

硬
筆
検
定
に
向
け
て 

(

３
級)  

プリント学習 

・速書き・横書き・縦書き 

・行書の練習 

・楷書と行書の書き分け 

・はがきの表書き 

・掲示物の書き方 

a:楷書と行書の違いを理解して

いる。 

a:中心をそろえてまっすぐ書い

ている。 

b:行の端をそろえてバランスよ

く書いている 

c:何度も練習を繰り返し、意欲

的に取り組んでいる。 

プリント プリント 取 り 組 み

の様子 

振り返りプ

リント 

３
学
期 

実
用
的
な
こ
と 

履歴書の書き方 

封筒の表書き 

祝儀袋について 

・書き方 

・祝儀袋を作る 

a:履歴書や祝儀袋など基本的な

知識を理解している。 

b:バランスよく読みやすい字で

書いている。 

c:意欲的に取り組んでいる。 

プリント 

作品 

プリント 

作品 

取 り 組 み

の様子 

振り返りプ

リント 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 


